
愛媛県立今治工業高等学校機械警備委託業務仕様書
１　委託業務の名称
　　愛媛県立今治工業高等学校機械警備委託業務
２　委託業務の場所
(1) 学校名　愛媛県立今治工業高等学校
(2) 所在地　愛媛県今治市河南町一丁目1番36号
３　委託期間
　　令和７年４月１日から令和12年３月31日まで
　　（地方自治法第234条の３に基づく長期継続契約）
４　業務内容
(1) 警備対象施設
愛媛県立今治工業高等学校（以下「本校」という。）
1 敷地　36548.00㎡
2 建物
ア　第１教棟：鉄筋コンクリート造、４階建、延床面積　2,834.08㎡
イ　第２教棟：鉄筋コンクリート造、４階建、延床面積　4,252.36㎡
ウ　第４教棟：鉄筋コンクリート造、４階建、延床面積　3,553.10㎡
エ　第５教棟：鉄筋コンクリート造、３階建、延床面積　1,188.00㎡
オ　第６教棟：鉄筋コンクリート造、平家建、延床面積　　200.00㎡
カ　第７教棟：鉄筋コンクリート造、３階建、延床面積　3,393.19㎡
キ　第８教棟：鉄筋コンクリート造、平家建、延床面積　　725.00㎡
ク　記念館：鉄骨造、２階建、延床面積　400.00㎡
ケ　その他（体育館体育職員室、 薬品倉庫等）
詳細は、別紙「配置図」「平面図」及び「警備機器リスト」（以下「図面等」とい
う。）を参照のこと。
なお、警備範囲については、図面等で委託者が定めるブロックに分けるものとする。
(2) 警備方式
警備対象施設の警備業務を、警備業法（昭和47年法律第117号）第２条第４項第５号に定義する機械警備により行うものとする。
(3) 機械警備業務
業務内容は次に掲げるものとする。
基地局において本校への侵入等不法行為の発生やその他の異常を感知した場合は、25分以内に警備員が本校に急行し、本校建物の外部及び内部を点検し、異常の有無を確認する。なお、必要に応じて次の業務を行うものとする。
・現場に応じた緊急措置
・本校教職員等関係先への通報・連絡（後刻、書面をもって報告）
・警察、消防署等への通報
・その他本校の財産保護に必要な措置
(4)  警備責任時間
　 原則として警備機器をセットした時点から警備機器のセットが解除された時点までとする。ただし、火災警報機器、設備警報の異常状態監視については、常時対応すること。
５　警備機器の仕様等
(1) 　警備機器は受託者の所有に属し、当該装置の維持管理及び保守点検に要する費用は受託者の負担とする。
(2) 　警備対象施設に設置された警報機器は、発生した異常を基地局へ自動的に通報するシステムとし、ＮＴＴやインターネット等信頼性が高く確実な回線を使用する。なお、回線加入や毎月の経費は、受託者の負担とする。
(3) 　委託者が定めるブロックごとに警備機器のセット及び解除ができるものとし、最終出入口（本館北東出入口）においてシステム全体のセット及び解除ができるものとする。
(4) 　警備機器のセット及び解除には非接触式ＩＣカード等を使用するものとする。なお、校長室については、セット及び解除ができる非接触式ＩＣカード等に制限を設けるものとする。

６　その他特記事項
(1) 　警備業務は、令和７年４月１日から開始すること。
(2) 　機械警備導入に伴う機器の設置工事期間中の週休日及び夜間の学校警備については、受託者に属する警備員による警備を行うこと。
(3) 　受託者は、契約締結後、仕様書に基づいて業務実施計画書（業務概要、業務実施方法、現場組織表、安全管理、緊急連絡網、警備機器の種類・個数・設置場所を明記した一覧表及び平面図等）を作成し、速やかに委託者に提出し承認を受けること。
(4) 　この仕様書は、警備方法の大要を示すものであるから、警備上付帯的に実施しなければならないものについては、この仕様書に記載していないものであっても必要に応じ協議して実施するものとする。また、入札にあたっては、仕様書及び図面等を参照し、同等以上の運用及び構成機器とすること。

